
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

九州大学文学部蔵『つれつれ艸口義』 : 談義本時代
の講釈聞書

川平, 敏文
九州大学大学院（修士課程）

https://doi.org/10.15017/9439

出版情報：語文研究. 76, pp.25-36, 1993-12-25. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



九
州
大
学
文
学
部
蔵

『
つ
れ
く

艸
口
義
』

ー

談
義
本
時
代
の
講
釈
聞
書

ー

川

平

敏

文

は
じ
め

に

九
州
大

学
文
学
部
蔵

『
つ
れ
く

艸

口
義
』

(以
下

『
口
義
』
と
略
す
)
は
、

近
世
中
期

に
筆
記

さ
れ
た

『
徒
然
草
』
講
釈
聞
書

で
あ
る
。

こ
の
書
は
、

こ
れ

迄

に
小
松
操
氏

の

「
未
刊
徒
然
草
注
釈
書
三
十
余
部

(上
)
(
下
)
」

(
『金

沢
文

庫
研
究
』

1
3
9

・
1
4
0
号
、
昭
和
42
年
)

に
簡
単

な
解

題
が
あ
る
が
、
未

だ
十
分
な
検
討

は
為
さ
れ
な

い
ま
ま
今
日

に
至

っ
て
い
る
。

そ
の
最
大

の
理
由

は
、
『
口
義
』
は

『
徒
然
草
』
注
釈
史
と
い
う
通
時
的

な
角
度

か
ら
考
察
す
れ
ば
、

解
釈
な
ど

に
お

い
て
、
特

に
瞠
目

に
値

す
る
よ
う
な
内
容
を
持

っ
て
い
な

い
と

い
う
点

に
あ
ろ
う
.

だ
が
、

一
た
び
こ
の
講
釈

の
行
わ
れ
た
近
世
中
期
と

い
う

時
代

の
横
幅

を
考
慮

に
入

れ
れ
ば
、
『徒
然
草
』
注
釈
書
と
し

て
の
内
容
よ
り
も

む
し
ろ
、

こ
の
よ
う
な
講
釈
聞
書
が
成
立
し

た
事
情
自
体

に
興
味
深

い
点
を
見

出

す
事

が

で
き

る
。
本
稿

は
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
と
も
す
れ
ば
見
落

さ
れ

が
ち
な

二
、

三
の
問
題
点
を
報
告
し
、
か

つ
若
干

の
考
察

を
加
え
た
も
の

で
あ

る
。

ま
ず
該
書

の
書
誌
を
簡
単

に
紹
介
し
よ
う
。

写
本
。
二
巻

一
冊
。
大
本

(縦

26

・
0

㎝
×
18

・
2

㎝
)
。
全
五
十
九
丁
、
墨

付
同
。
題
籏

に

『
つ
れ
く

艸

口
義

全
』

と
あ
り
。
筆
者

不
明
。

第

一
巻

一
丁
オ

モ
テ
の
、
本
文
が
始

ま
る
前

に
は
、
本
文

よ
り
大
き
め

の
字

で

「
徒
然
草

田
原
忠
左
衛
門
秀
武

講
談
覚
書
」
と
内
題
が
あ
り
、
そ

の
右

下

に

「鉄
槌

を
以
聞
之
」

と
あ

る
。

『
鉄
槌
』

と
は
青
木
宗
湖
著
、

慶
安
元
年

(
一
六
四
八
)
刊

で
、
『
徒
然
草
』
注
釈
史
上
か
な
り
早

い
時
期

に
成
立

し

て
い

な
が
ら
、
以
後
後
刷

り
、
改
版
を
近
世
後
期
ま

で
繰
り
返
し
た
簡

易
注

釈
書

で
、

こ
れ
が
こ
の
講
釈

の
テ
ク
ス
ト
と
さ
れ

て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

ま
た
内
題

と
本

文

の
間

の
僅
か
な
余
白

に
は
、
小
さ
く

「
此
講
談
延
享

四
卯

三
月

口

九

日

二
中

西

一
雲
亭

二
始
り
其
外
連
會
相
止
三
年
前
/
斗

二
而
講
釈
有
之
侯
」
と
あ

り
、

五
十
五

丁
ウ

ラ
の
奥
書

に
は
、
「
徒
然
草

講
釈

口
義
畢
/
寛
延
第

二
己
巳
七
月

二
日

講
畢
」
と
あ
る
。
従

っ
て
田
原
秀
武

の
講
釈
期
間

は
、
延
享
四
年

(
一

一25一



七

四
七
)

三
月
～
寛
延

二
年

(
一
七
四
九
)
七
月
ま

で
の
約

二
年
間

で
あ

っ
た

こ
と

が
わ
か

る
。

さ
ら
に
第

二
巻

に
は
、
第

一
巻
と
同
様
な
形
式

で

「徒
然
草

迂
分
斎
湛
留

先
生
講
談

口
義
少

々
」
と
内
題
が
あ
り
、
そ

の
右
下

に
同

じ
く

「鉄
槌
を
以
聞

之
」
と
記
す
。

こ
こ
か
ら
は
迂
分
斎
湛
留
と
い
う
人
物

の
講
釈

が
筆
録

さ
れ

て

い
る
の
だ
が
、
内
題

に

「
少

々
」

と
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
人

の
講
釈

は
僅
か

に

四
丁
分
、
『
徒
然
草
』
第
二
四
段
ま

で
で
終

っ
て
い
る
。
巻
末

に

「此
講
釈

は
是

ま

て
に
て
や

ミ
侍
り
ぬ
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
す

る
と
、
筆
録
者
が
筆
録
を

や

め
た
わ
け

で
は
な
く
、

こ
の
講
釈
自
体

が
何

ら
か
の
理
由

で
閉
講
し
た

の
で
あ

ろ
う
。
迂
分
斎
湛
留

と

い
う
人
物

に

つ
い

て
は
、
聞
書

の
分
量
も
先
述

の
田
原

秀
武

に
比

べ
て
圧
倒
的

に
少

な
く
、

そ
こ
か

ら
考
察
す

る
こ
と

は
ま
ず
不
可
能

で
あ
る
か
ら
、
本
稿

で
は
専

ら
第

一
巻

の
田
原
秀
武

の
講
釈

に

つ
い
て
の
み
考

察
す
る
。

二

 

こ
の
講
釈

の
講
師

で
あ

る
田
原
秀
武

に

つ
い
て
は
、
管
見

の
限
り

で
は

『
口

義
』
以
外

の
書

に
そ

の
名
前
さ
え
見
出

し
得

な
い

の
で
、
『
口
義
』
に
書
留

め
ら

れ
た
秀
武

の
注
解
や
余
談
だ

け
が
、
今

の
と

こ
ろ

こ
の
人
物

を
探

る
唯

一
の
手

が
か

り
で
あ

る
と

い
う

ほ
か
な

い
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
丹
念

に
見

て
ゆ
け
ば
、

秀
武

の
話

の
中

に
は
彼

の
事
跡

に
か
か
わ
る

一
つ
の
地
域
的
傾
向

が
あ

る
こ
と

に
気
付
く
。

そ
れ
を
述

べ
る
前

に
ま
ず
、
田
原
秀
武

が
と
の
よ
う
な
思
想
的
立
場

に
い
た

か
と

い
う
事
を
考

え

て
お

こ
う
。

『徒
然
草
』
第

三
八
段
、
「
ま

こ
と

の
人
」

の

語
注

に
は
、

「
真
人

ハ
日
月
を
掌

握
し
天
地
を
懐
抱

す
と
云
。
天
地
を
腹

わ
た
に
押
込
む
造

化

一
躰

の
人
也
。
我
道

の
神
道
に
か

ゝ
る
也
。
兼
好
法
師
吉

田
家

に
て
神
道
皆

傳

の
人

ほ
と
あ
る
也
。
」

二

六

.
ウ

.
8
～

10
)

と
あ
る
よ
う

に
、
自
分
が
神

道
に
志

を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
明
言
し

て
い
る
。

田
原
秀
武
が
神
道
を
信
奉

し

て
い
た
と
い
う
事

は
、
『
口
義
』
全
体

に
渡
る
語

釈
を
見

て
も
明
ら
か

で
あ
る
が
、

『徒
然
草
』
第

一
九
三
段

の
語
注

の
後

に
、

「
・
秀
武
関
東

に
有

し
と
き
大
道
寺
猶
六
と
云
人
、
神
道

の
入
門
あ
り
し

に
、

此
人

ハ
給
を
よ
く
書

て
常
信

に
も
劣

ら
し
と
人

の
褒

る
給
也
。
生
得
給

に
か
し

こ
き
人

ハ
心
は
至

て
愚
な
る
生
れ
付
也
。
か
く
給

に
か
し

こ
け
れ

ハ
道
を
教

へ

て
も
さ
と
く
聞
得

へ
き
と
思

ひ
て
神
書

を
教

る

に
、
天

間

原

よ
り
し

て

一
ッ

も
合
点
せ
ぬ
顔
也
。

心
を
尋
問
ふ
に
、
実

に
合
点

ゆ
か
ぬ
也
。
後

に

ハ
学
問
も

や
み
し
也
。
此
段

に
書

る

こ
と
く
也
。
」

(
四
六

・
ウ

・
8
～

12
)

と
あ
る
。

こ
れ
を
見

る
と
、
秀
武

は
昔
関
東

に
居
住
し
、
そ

こ
で
神
道
を
講

じ

て
い
た
と
い
う
。

と

こ
ろ
が
、

田
原
秀
武

に

は
、
神
道

説

に
基

づ

い
た
言

及
と

ほ
ぼ
同
量

と

い

っ
て
よ
い
く
ら

い
に
、
仏
教

の
基
本
理
念
や
仏
僧

の
逸
話

に

つ
い

て
の
言

及

も
あ

る
。
例

え
ば

『
徒
然
草
』
第
三
九
段

の
注

に
は
、

ま
ず
朱
書

き
で
他

の
行

よ
り

一
段
下
げ

て
、
「
此
段

に
仏
道

の
事
さ
ま
く

長
々
し
く
説
出

せ
り
。
其
内

少

々
書
と
む

る
」
と
あ
り
、

「
・
釈
迦
如
来
成
道

の
後
、
竹
林
精
舎

・
鹿

園
精
舎

・
祇
薗
精
舎

に
て
三
百
余

座

の
説
法

四
十
余
年

ノ
間
、
大
乗
小
乗
方
便
顕
密
あ

り
。
気

に
随

て
説
き
給
ふ

也
。
・
六
波
羅
密
を
行

ひ
蓋

す
を
菩
薩
と

云
也
。
波
羅
密

ハ
梵
語
也
。
翻
訳
し

て
到
彼
岸
と
云
。
彼
岸

ハ
菩
薩

の
事
也
。
此
岸

ハ
煩
悩
也
。
悪

い
可
愛

い
喰
た

い
飲

た
い
皆
煩
悩
也
。
」

(
一
七

・
オ

・
1
～

6
)

と
し
、

以
下
六
波
羅
密
を

一
つ
ず

つ
詳
述
し

て
い
る
。
第
三
九
段
は
、
法
然
上

一26一



人

の
念
仏
論
が
尊

い
と

い
う

こ
と
を
述

べ
た
段

で
あ

っ
て
、

こ
の
段

の
注
釈
と

い
う

こ
と

に
限
れ
ば
、

か
よ
う
な
仏
教

の
基
本
理
念

に

つ
い
て
の
踏
み
込
ん
だ

説

明
は
、
必

ず
し
も
必
要

で
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
田
原
秀
武
は
、
神

道
を
信

奉

す
る
者

で
あ

る
に
も
拘

ら
ず
、
仏
道

の
基
本
理
念

に

つ
い

て

「
長
々
し
く
」

語
釈
を
加

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ

で
は
、
秀
武

は
神
道
と
仏
教

を
同
等

に
置
い
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

『
徒
然
草
』
第

一
九
八
段
、
「揚
名

の
介
」

に

つ
い
て
は
、

「
揚
名
介

ハ
源
氏

の
三

ヶ
の
大
事
也
。
此

つ
れ
　

に
も

三

ヶ
の
大
事
有
。
大

事
　

と
云
と
も
、
空
假
中
三

大

(「諦
」
を

「
大
」
と
記

し
た
か
。
筆
者
注
)

の
外

な
し
。
空
假
中

に
と
れ

ハ
神
道

の
三

権

(「
元
」
を

「
権
」
と
記
し
た
か
。

筆
者
注
)

二
當

ル
。
是

に
あ

た
る
と
云

て
も
、
法
花

の
三
大
が
す
ま
ね

バ
ロ

で

い
ふ
て
も
役

に
た

ゝ
ず
。
」

(
四
八

・
オ

・
5
～

7
)

と
述

べ
て
い
る
。
即
ち
、
占
今
伝
授
な
ど

で
相
伝
さ
れ
る

「
三

ヶ
の
大
事
」

と

い
う
も

の
は
、
真

の

「
大
事
」

で
は
な
く
、

空
假
中

の
三
諦

と
い
う
仏
教

の
最

も
基
本
と
な
る
理
念

こ
そ
が
真

の

「
三

ヶ
の
大
事
」

で
あ
る
と
言

っ
て
お

り
、

こ
の
辺
り

は
や
は
り
仏
教
贔
屓

の
姿
勢

が
見
え
る
。

し
か
し

そ
れ
に
続

い
て
、

仏
道

の
三
諦
は
神
道

の
三
元

に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
ま
ず
三
諦
を

習
得
し

て
い
な
け
れ
ば
、

こ

こ
で
神
道

の
三
元
を
講
義
し

て
も
仕
方
が
な

い
、

と

い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
秀
武

は
仏
教
を
、
神
道
教
育

の

「
階
梯
」

と
い
う
位
置

に
置
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ

よ
う
。
ま
た

「
階
梯
」

に
過
ぎ
な

い

か
ら

こ
そ
、
「
仏
法
」
は
時

に
批
判

の
対
象

と
も

な
り
得

る
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ

は
、
『徒
然
草
』
第
九
三
段
、
或
る
人
が
生
死
観
を
論

じ
た
段

の
注

に
、

「生
死

の
事

ハ
人

々
何
と
も
思

ハ
ぬ
な
り
。
愛
が
至

て
有
難

き
所
也
。
愛

が
人

ハ
全
躰
生
死

に
か

ゝ

ハ
ら

ぬ
も

の
也
。
仏
法

の
や
う
に
や
れ
生
死
を
思

へ
、

や

れ
思

ハ
ぬ
か
と
責

る
と
、
荷
物
を

こ
し
ら

へ
る
と
云
も

の
也
。
」

(
三

一
・
ウ

・
7
～

9
)

と
、
あ

る
如
く

で
あ

る
。

さ
て
、
吉
田

(吉
川
)
流
、
度
会
流
、

垂
加

流
等

の
、
儒
学

理
念
を
援
用
し

て
神
道
優
位
説
を
説
く
所
謂
近
世
儒
家
神
道
各
派

が
、
多
く

の
廃
仏
殿
釈
的
著

述
を
残
し

て
い
る
事
は
周
知

の
通

り
で
あ

る
。

し
か
し
、
多
田
義
俊
が

『
尊
菜

草
紙
』

(寛
保
三
年

二

七
四
三
)
自
序
)
で
、
吉
出

の
学
頭
と
言
わ
れ
た
元
肥

前
長
崎
諏
訪
社

の
神
官
、
青
木
主
計

(永
弘
)
の
神
代
巻
講
談
は
、
「
佛
書

の
意

味
は
な
れ
ず
」

と
評

し
、
ま

た
増
穂
残

口
や
山
崎
闇
斎

の
仏
法
批
判
に

つ
い
て

も
、
「
佛
法
叱
り
云
者
が
、
す

べ
て
坊
主
落
ち

は
必

つ
よ
く
佛
法
を
罵
也

」
と
し

て
、

そ
の
排
仏
的
言
動
と

は
裏
腹

に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
神
道

説
が
か

つ
て
の
仏
教

信
仰

の
名
残
を
と
ど
め

て
い
る
事
を
批
判
し

て
い
る
よ
う
に
、
外
面
上
排
仏
思

想
を
か
か
げ
た
神
道
各
派
も
、
も
と
よ
り
仏
教
思
想
と
完
全

に
決
別
し

て
い
た

と
は
言

い
が
た
か

っ
た
。

ま
し
て
儒
仏
神

の
三
教

一
致
と

い
う
考
え
が

一
般
的

で
あ

っ
た
時
代

の
中

で
あ
れ
ば
、

こ
の
当
時
続

々
と
現
れ

て
き

た
俗
神
道
家

の

よ
う
な
者
達

に
至

っ
て
は
、

ど
こ
ま
で
が
純
粋
な
神
道
思
想

で
あ
る

の
か
と

い

う
よ
う
な
区
別
は
、
余
程
曖
昧

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ

っ
て
秀
武

の
よ
う

に
、

む
し
ろ
仏
教
思
想
を
積
極
的

に
取
り
入
れ

て
神
道
を
講
談
す
る
よ
う
な
者

も

、
決

し

て
少
な
く

は
な
か

っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

 

さ
て
、
先

に
秀
武

の
余
談

に
は

一
つ
の
地
域
的
偏

り
が
見
受

け
ら
れ

る
と
述

べ
た
が
、
『徒

然
草
」
第

一
九
段

に
は
、
大
晦

日
の
魂
祭

の
習
俗

に

つ
い
て
次

の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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「
な
き
人

の
来

る
夜
と

て
魂
祭

る
わ
ざ

は
、

こ
の
比
都

に
は
な
き
を
、
東

の
方

に
は
、
猶
す

る
こ
と

に
て
あ

り
し

こ
そ
、
あ
は
れ
な
り
し
か
。
」

秀
武

は

こ
の
箇
所

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
述

べ
る
。

「
無
人

の
魂

ま

つ
る
事

ハ
報
恩
経

に
年

に
六
度
と
あ
り
。
(中
略
)
あ

つ
ま
の
方

に

ハ
猶
す
る
事
、
東
国

に
て

ハ
成
程
す

る
事
也
。
・
秀
武
東
国
住
居

の
時

正
し

く
見
侍
り
し
と
物
語
也
。
十

二
月
大
晦

日
に
、
み
た
ま

の
め
し
と

て
、

両
手

一

は

い
に
飯

を
握

る
。
家

の
貧
富
貴
賎

に
よ
り

て
三

ツ
五

ツ
或
十
も
二
ト

も
三
十

を

握
り

て
、
新
敷
折
敷

に
す

へ
、
箸

を
添
置
也
。
家
内

の
人

々
我
思
ふ
所

の
精

霊

の
名
を
唱

へ
て
箸

を
さ
す
也
.
尤
是

ま
て
の
事
也
。
今
時
も
東
国

に
て

ハ
す

る
と
也
。
」

(八

・
ウ

.
2
～

9
)

秀
武
は

「東

国
」

に
か

つ
て
居
住

し
て
い
た
と

い
う
が
、

そ
の

「
東
国
」
と
は

一
体
ど

の
辺
り
を
指

す
の
だ
ろ
う
か
。

『
徒
然
草
』
第
三
八
段
、
「
人
の
聞
き
を
よ
ろ
こ
ぶ
な

り
」
と

い
う
箇

所

の
注

釈

に
、
秀
武
は
名
声

な
ど

つ
ま
ら
ぬ
も

の
と
し

て
、
越
後
岩
坂
養
智
院
を
開
基

し
、
肉
身

仏
と
な

っ
て
入
定

し
た
弘
智
法
印
を
例

に
出
す
。

「
先
年
拙
者
越
後

に
有

し
時
、
廣

智
法
印

の
造
像
を
拝

み
た
り
。
三
百
年
来
今

に
あ
り
。
辞
世

嵜
に
、

然
岩
坂

の
あ

る
し

ハ
た
れ
と
人
と

ハ
ゝ
墨
絵

に
か
け
る

松

風

の
音

(中
略
)
拙
者
拝

見
申

た
る

ハ
九
月

の
比
な
り
し
。
小
袖
弐

ッ
着

て

六
根

不
レ懐
禅
定

の
像

也
。
今

に
肉
骨
を
残

せ
り
。
大
キ
な
あ
た
ま

の
坊
主
也
。

寺
五

ヶ
寺
あ
り
。
い

つ
れ
も
結

講

成
寺
也
。
廣
智
法

師

の
像
、
百
疋
宛

に
て
開

帳

す
る
也
。

一
人

に
て
も
百

疋
、
十
人

に
て
も
百
疋

に
て
ひ
ら
く
也
。

岩
坂
と

尋
れ

ハ
隠
れ

ハ
な
い
也
。
」

(
一
六

・
オ

・
3
～
16
)

弘

智
法
印

の
肉
身
仏

は
今

で
も
有
名

で
あ

る
が
、

こ
の
講
釈
が
行
わ
れ
た
延
享

頃

に
は
、

こ
れ
が
料
金

一
律
百
疋

で
拝
観

で
き
た
事
が
知
れ
る
。

又
、
肉
身
仏

の
形
状
、
寺

の
様
子
等
も
か
な

り
は

っ
き
り
と
述

べ
ら
れ

て
お
り
、
秀
武

が
越

後

で
こ
の
寺
を
尋
ね
た
事
は
確
か
ら
し

い
。

ま

た

『
徒
然
草
』
第

一
七
三
段
、

小
野
小
町

の
伝

記
を
考
証

し
た
段

の
注
釈

に
は
、

「
・
先
年
秀
武
出
羽
国

へ
遊
行

の
時
尋
ら
れ
し

に
、
出

羽
に
小
野

口
と
云
有
。

小
野
屋
敷
と

て
有
。
萄
薬

の
名
花
あ
り
。
か
さ
ね
あ

つ
き
花
也
。
小

町
の
花
と

呼

ぶ
。
小
町

の
手
慣
し
花
と

い
ふ
。
・
越
後

に
も
小
野
口
と
云
所
有
。
越
後

か

ら
北

へ
行

口
也
。
」

(
四
四

。
オ

。
5
～

7
)

と
あ

り
、

こ
こ
で
は
秀
武

は
出
羽

へ

「
遊
行
」
し
た
と

い
う
。
さ
ら

に
、
『徒
然

草
』
第

一
八
二
段
、
鮭

の
供
御
を
述

べ
た
段

の
注
釈

に
は
、

「鮭

ハ
川
魚
也
。
奥
州
邊
南
部
津
軽
な
と
多
く
あ
る
也
。
水

汲
女

な
と
が
手

ど

ら

へ
に
す

る
也
。

(中
略
)
秀
武
津
軽

に
て
見
申
さ
れ
た
る
よ
し
也
。
」

(
四
五

・
オ

・
6
～

9
)

と
し
、
津
軽

へ
も
赴

い
た
と

い
う

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
例

か
ら
、
秀
武

の
い

う

「東
国
」

が
奥
羽
地
方
を
指
し

て
い
る
事
は
明
白

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
秀

武

は
、
奥

羽
を
遊
行

中

に
見
聞

し
た

と

い
う
話

を
講
釈

の

中

で
多

く
語

っ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、

そ
の
中

で
も
最
も
多

い
の
が
、

最
後

の

例

と
し

て
挙
げ

た
津
軽
地
方

の
話

で
あ
る
。
次

に
述

べ
る
よ
う
に
、
秀
武

と
津

軽
藩
上

と
の
関
係

は
見
逃
す
事
が

で
き
な

い
。

四

『徒
然
草
』
第
六
○
段
、
有
名
な

「
し
ろ
う
る
り
」

の
段

で
、
真
乗
院

の
盛

親
僧
都

の
、

ま
さ
に
天
真
欄
漫

な
気
性

に

つ
い
て
、
秀
武
は
次

の
よ
う
な
類
話

を
添

え
る
。

「・
津
田
宗
入
と
云
入
あ
り
。
下
帯
な
ど
せ
す
、
暑
気

の
節

ハ
気
血
を
し

め
て
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用
に
た

ゝ
ぬ
物
と

い
ひ
し
也
。
名
醤
な
れ

ハ
人
か
ゆ
る
せ
し
也
。
宗
入

ハ
津
軽

越
中
守
殿
家
中

の
人

〈
割
書
〉
秀
武
も
よ
く
/
知
り
た
る
人

ト
也
。
」

(
二
五

・
オ

・
7
～

8
)

こ
こ
に
い
う
津
田
宗
入
と

い
う
人
物

は
、
津
軽
藩

四
代
藩
主
、
名
君

の
誉
れ
高

い
津
軽
信

政
に
仕

え
た
医
者

で
あ

る
。
宗
入

の
伝

は
、
近
世
中
期

の
藩
臣
乳
井

貢

に
よ

っ
て
編

ま
れ
た

『津
軽
名
臣
傳
」

に
よ

っ
て
、
知
る
事
が
出
来
る
。
そ

こ
に
は
、

「○
津

田
宗
入

以
医
術
仕
於
信
政
公
。」

と
あ
り
、

以
下
宗
入

の

逸
話

が
続

く
。
今

そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
難
病

に
苦
し
む
信
政
公
を
平
癒

さ
せ

る
の
に
、
当
時
全
く
無
名

で
あ

っ
た
宗
入
が

一
人
志
願
す

る
が
、
家
中

の
者

は

宗
入

の
実
績

の
無

い
事
を
理
由

に
こ
れ
を
断

る
。

し
か
し
宗
入

は
家
中

の
者
を

必
死

に
説
得
し

て
用

い
ら
れ
、

つ
い
に
公

を
平
癒

さ
せ
る
、
と

い
う
も

の
。
原

文

の
脚
色

の
部
分
を
勘
酌

し

て
も
、
宗
入

が
秀
武

の
言
う

よ
う

に

「
名
醤
」

と

し

て
名
高

か

っ
た
事

は
事
実

の
よ
う

で
あ
る
し
、

ま
た
気
血

を
し
め

る
か
ら

「
下
帯
」

を
し
な
い
と
い
う
豪
放

さ
も
、

こ
の
逸
話

の
行
間
か
ら
十
分
読
み
取

る
事

が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
何

よ
り
も
興
味
深

い
の
は
、
宗
入
は

「
秀
武
も
よ
く
知

り
た
る
人
」

で
あ

っ
た
、
す
な
わ
ち
秀
武
は
津
軽
藩
御
抱
え

の
医
者

と
駝
懇

で
あ

つ
た
と

い

う
事

で
あ

る
。
更

に
秀
武
は
、
津
軽

藩

の
重
臣
か
ら
、
次

の
よ
う
な
幽
霊
潭
を

直
接
聞

い
た
と
も
言

っ
て
い
る
。

『
徒
然
草
』
第
八
九
段
、
「猫

ま
た
」
の
段

で
あ
る
。
少

々
引
用

が
長
く
な

る

が
そ

の
ま
ま
書
き
出

し

て
み
る
。

「
・
猫

の
所
為
物

語

奥
州

に
丹

ノ
序
右
衛
門

と
云
人
、
千
石

の
知
行
を
領
し

て
あ
り
。
其
召
仕

賄
ひ
し
た
る
、
蘭
と
云
な
り
。
死

て
後
其
家

へ
幽
霊

に
成

て

来

る
と

て
、
家
内

の
女
夜

二
入
れ

は
各
恐
れ
わ
な

ゝ
く
。
奥
州

ハ
雪
ふ
か
き
故
、

冬

に
な
れ

ハ
雪
が

こ
い
と

て
、
葭
、
或
菰
を
あ
み

て
家

の
外

に
か
く
る
ゆ

へ
、

家

の
内
暗
し
。

そ
れ
故
空
窓
と

て
、
天
井

を
切

て
棟

に
窓
を

あ
け
て
あ
か
り
を

と

る
。
油
障
子
を
か
け

て
縄
を
付

て
下
よ
り
明

ケ
た
て
す

る
事
也
。
蘭
か
幽
霊

来
る
と
云
を
序
右
衛
門

不
審

に
思

ひ
て
さ
ま
く

た
め
し
け

る
に
、
或
時
其
空

窓

の
破
れ
よ
り
猫

が
覗

い
て
内

を
見

る
時

に
、
家

の
女
と
も
さ

ハ
き

て
幽
霊
来

る
と
い
ふ
。
此
如

の
事

た
ひ
く

な
れ

ハ
、
ね
ら
ひ
を
付

て
其
猫

を
序
右
衛
門

鉄
砲

に
て
打
殺
す
。
其
後
其

の
幽
霊

の
さ
た
な
か
り
き
と
云
。
此
事
序
右
衛
門

物
語

に
て
秀
武
ま

の
あ
た
り
聞
た
る
と
云
々
。
」

(
二
九

・
ウ

・
15
～

三
○

・
オ

・
6
)

秀
武

の
言
う
奥
州

の

「
丹

ノ
序
右
衛
門
」

な
る
人
物

は
実
在
し
、
津
軽
藩
関

係
史
料
を
集
成
し
た
長
沢
得
右
衛
門

の
大
著

『津
軽
史
』

の
中

に
、
幾

つ
か

の

記
録
が
散

見
す
る
。

例
え
ば

『津
軽
史
』
十
八

・
本
記

・
信
政
代
、
元
禄
四
年

の
頂

に
は
、

コ

、

一
月

一
日

御
用
番
盛
岡
主
膳
外
、
青
森
在
番

丹
野
序

右
衛
門
」

(『
津
軽
史
解
説
目
次
抄
』

1

・
四
十
八
頁
)

と
あ

り
、

ま
た

『
津
軽
史
』

一
○

一
・
世
家

三
○

・
槍
術

の
部

に
は
、

「
丹
野
序
右
衛
門
広
幸

宝
蔵
院
流
信
寿

に
伝
授

せ
し
故
御
流
義

と
称
す

元
禄
十

一
年

八
月
六

日

御
用
人
役
加
判
被
仰
付
」

(
『津
軽
史
解
説
目
次
抄
』

4

・
五
十
六
頁
)

と
見
え
る
。

こ
の
人

も
津

田
宗

入
と
同
じ
く
信
政

に
仕
え
た
人
物

で
あ
る
。
秀

武
は

「
千
石

の
知
行

を
領

し

て
あ
り
」
と
述

べ
て
い
る
が
、

そ
の
当
否
は
と
も

か
く
と
し

て
も
、
丹
野
序
右
衛
門
が
用
人
と
し

て
、
ま
た
槍
術

の
師
範

と
し

て

藩

の
重

臣

で
あ

っ
た
事

は
確

か
で
あ

る
。
秀
武
が
間
近

に
接
し
た
と
言
う
奥
州

の

「丹

ノ
序
右
衛
門
」
と

は
、
津
軽
藩

の
丹
野
序
右
衛
門
そ

の
人

に
間
違

い
な

か
ろ
う
。

秀
武

は
右

の
二
人

に
対

し

て
は
親
交
が

あ

っ
た
と
す

る
が
、

そ
れ
以
外

に
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も
、
津
軽
藩
士

と
思

わ
れ

る
人
物

の
逸
話
や
、
津
軽
地
方

で
聞

い
た
と
い
う
奇

諏

を
実

に
多
く
取

り
上
げ

て
い
る
。
例
え
ば
、
『
徒
然
草
』
第

一
二
五
段
、
尊

い

聖

の
説
法
を
聞

い
て
感
動
し

て
い
る
時

に
、
誰
か
が
そ

の
聖

の
顔

が

「唐
狗
」

に
似

て
い
る
と
言

っ
た
た
め
、

に
わ
か

に
興
醒
め

て
し
ま

っ
た
と
い
う
段

の
注

に
は
、

ま
ず
最
初

に
、

「奥
州

の
去

ル
家
中

に
磯
貝
十
助
と

て
博

学

の
人
あ
り
。
山
鹿
流

の
軍
法

も
す

ぐ
れ

た
り
。
生

徳

律
儀
な

る
人
也
。
」

(
三
六

・
ウ

・
10
㌻

12
)

と
し

て
、

こ
の
長
助
と

い
う
人

の
律

儀
ぶ
り
を
表

す
逸
話
を
挙
げ
、
更

に
次

の

よ
う
な
笑
話
を
添
え
る
。

「
・
又
或
時
、
十
助
用
所

に
着
座
し

て
有

し
に
、

用
の
透

に
て
日
の
永
き
比
な

れ

ハ
、
同
役
之
松
野
茂
右
衛
門
と
云
人
十
助

に
い
ふ

ハ
、
御
自
分
様

ニ
ハ
博
学

な
れ

ハ
何
ぞ
咄
し
も
有

へ
き

に
、

一
向

に
無

口
に
居

ら
る

ゝ
。
わ

っ
さ
り
と
咄

し
給

へ
、

と
言

し

に
、
十
助
、
茂
右
衛

門

か
顔
を

つ
く

く

と
見

て
、
久

し

く
過

て
、
其
元
様

の
顔

ハ
馬
に
よ
く
似

た
と
云

し
也
。
我
律
義
か
ら
め

つ
ら
し

き
事
を

い
へ
と
好

ま
れ

て
、
如
此

の
事

い
ひ
し
と
か

や
。
此
唐

猫
も
此
類

に
て

有

へ
き
哉
と
物
語
也
。
」

(三
七

・
オ

・
2
～

7
)

こ
の

「奥

州
の
去

ル
家
中
」

の

「
磯
貝
十
助
」
と

い
う
人
物
も
、

『
津
軽
史
』

八
六

・
世
家

一
五

・
兵
学

の
部

に
、

「磯
谷
権
太
夫
久
英
初
十
助

一
、
延
宝
五
年
八
月
六

日

初

て
被
召
出
合
力
金
被

下

(中
略
)

一
、
元
禄
九
年
卜

一
月
十
五
日

大
目
付
役
任
命

(中
略
)

一
、
元
禄
十
四
年
三
月
六

日

用
人
役
任
命
権
太
夫

と
改

む

{
、
享
保
三
年
十
二
月

病
死
」(『津
軽
史
解
説
目
次
抄
』

4

・
二
十
二
頁
)

と
あ

る

「磯
谷
久
英

(十
助
)
」

で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
口
義
』

が

「磯
谷
」
を

「
磯
貝
」
と
、
「
貝
」
の
字
を
用

い
て
記
し

て
い
る

の
は
、
恐

ら
く
秀
武

の
講
釈

を
筆
記
す

る
際
、
筆
録
者
が

「
イ

ソ
ガ
イ
」
と

い
う
名
前

の
音

か
ら
、
類
推
し

て
漢
字
を
当

て
た
為

に
生
じ
た
誤
り

で
あ
ろ
う
。
磯
谷
十
助

が
山
鹿
流

の
軍
法

に
通
じ

て
い
た
事
は
、
『津
軽
史
』
に
十
助

の

「山
鹿
素
行

に
関
す

る
十
助
書
状

二
通
写
」

が
あ

る
事
、
ま
た
同
じ
く

『
津
軽
史
』

信
政
代

の
元
禄

八
年
正
月

に

兵
書

の
講
習
初
め
を
勤
め

て
い
る
事

か
ら
も
窺
知

で
き

る
。

更

に
、
上

の
笑
話

に
出

て
く
る

「同
役

の
松
野
茂
右
衛
門
」
と

い
う
人
も
、

『
津
軽
史
』
二

一
・
信
政
代

・
元
禄
七
年

の
頂

に
、

「
一
、
五
月

一
日

去
十
九

日
於
江
戸
任
命
、
用
人
松
野
茂
右
衛
門
」

(
『津
軽
史
解
説
目
次
抄
』

1

・
五
十
八
頁
)

と
記
録
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
り
、

こ
の

「
奥
州

の
去

ル
家
中
」
と

い
う

の
が
津

軽
藩

を
指
す
と
い
う
事

は
明
白

で
あ

ろ
う
。

そ
し

て
十
助

の
律
儀
ぶ
り
を
表

す

も
う

一
つ
の
逸
話

の
中

に
は
、

「能
役
者

に
抱
ら
れ
し
服
師

ノ
高
康
治

右
衛

門
」

(
三
六

・
ウ

・
13
)
と

い
う
人
が
出
る
が
、
『
津
軽
史
』
に
は

「
能
太
夫

・
高
安

治
右
衛
門
」

と
、

そ
の
名

が
見
え
る
。

(「
高
康
」
と

「高

安
」

も
、
先
程

と
同

じ
同
音
類
推

に
よ
る
宛
字

で
あ

ろ
う
。
但
し
職
業

の
記
述

に
微
妙

な
異
同

が
あ

る
が
。
)

こ
れ

ら
秀
武

の
余
談

の
中

に
出

て
く
る
人
物

に
は
、
今
解
明

し
た
よ
う
に
、

奥
州
津
軽
藩
と

い
う
地
域
的
な
偏
り
が
あ
る

こ
と
と
共

に
、
時
代
的
な
偏

り
が

あ

る
こ
と

に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
津

田
宗
入
を
始
め
、
丹
野
序
右

衛
門
、
磯
谷
十
助
、
松
野
茂
右
衛
門
等

の
人
物

た
ち

は
、
全

て
四
代
藩
主
信
政

時
代

(明
暦
二
年

(
一
六
五
六
)
～
宝
永
七
年

(
一
七

一
○
)
在
職
)
後
期

に

活
躍
し
た
者
達

で
あ

っ
た
。

そ
の
中

で
も
秀
武

は
丹
野
序
右
衛
門

に
実
際

に
謁

見
し

て
話

を
聞
い
た
と
い
う
の
で
あ

る
が
、

そ
も

そ
も
年
齢
的

に
両
者

の
対
面
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は
可
能

で
あ

っ
た

の
か
。
丹
野
序
右
衛
門
は
、
元
禄

一
一
年

に
用
人
役

に
任
命

さ
れ

て
か
ら
以
降

の
記
録
が
残

っ
て
い
な
い
の
で
、

い

つ
ま
で
生
存
し
た
か

は

不
明

で
あ
る
が
、

こ
の
記
録

に
よ

っ
て
少

な
く
と
も
元
禄

=

年
迄

は
確
実

に

生
存
し

て
い
た

こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。

で
は
そ
の
頃
、
秀
武

は
何
歳
く
ら

い
で

あ

っ
た
ろ
う
か
。

『徒
然
草
』
第

三
九
段

の
注

に
、
思

い
付

い
た
ら
す
ぐ

に
実
行
に
移

す
事

を

「果
」

と
い
う
と
し
、

「秀
武
云
、
我
三

四
十

の
比
よ
り
此
志

ハ
あ
れ
と
も
、
今
七
十
有
余

に
至

て
も
、

果
か
行

ハ
れ

ぬ
と

い

へ
り
。
」

(
=
二

・
オ

・
11
～

12
)

と
あ
る
よ
う

に
、
秀
武
は

こ
の
講
釈
を
し

て
い
る
時
点

で
七
十
数
歳

で
あ

る
と

い
う
。
こ
の
講
釈
が
行

わ
れ
た
の
は
延
享

四
年

(
一
七

四
七
)
～
寛
延
二
年

二

七
四
九
)

で
あ

っ
た
か
ら
、

そ

こ
か
ら
逆
算
す

る
と
、
秀
武

の
生
年
は
延
宝
初

年
頃

と
な
る
。
と
す
れ
ば
、
丹
野
序
右
衛
門

が
用
人

に
任
命
さ
れ
た
元
禄

二

年

は
、
秀

武
二
十
数
歳

で
あ

る
。
勿
論
両
者

は
そ
の
後

に
接
し
た
事
も
十

分
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
秀
武

が
序
右
衛
門

に
謁
見
し
た
と

い
う

こ
と
は
、
年
齢

的

に

は
全

く
不
可
能
な

わ
け
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
先
に
挙

げ
た

藩
医

の
津

田
宗
入

に
し

て
も
、
千
石

の
知
行
を
領
し

て
い
た
と

い
う
丹
野
序
右

衛
門

に
し

て
も
、

そ
の
よ
う
な
藩

の
重
臣
と
秀
武
が
ど
う
い
う
理
由

で
接

す
る

機
会
を
も

て
た
の
か
と

い
う

こ
と

に

つ
い
て
は
、
全
く
不
明
と
し
か
言

い
よ
う

が
な

い
。

だ
が
、
『
翁
草
』

(
安
永
五
年

(
一
七
七
六
)

刊
)

に

「源
氏
徒
然
其
他

の
草

紙
類
、
或

は
謡
を
釈
」
し
た
と
あ
り
、
『讐
鳥
鷺
談
』
と

い
う
談
義
本
を
残
す
神

道
系
講
釈
師
今
岡
丹
波
は
、
同
じ
く

『
翁
草
』

に
よ
る
と
、
「
丹
州
笹
山
侯
」

に

召
さ
れ

て

「
御
側

に
於

て
安
宅

の
謡
を
講

じ
」

た
と

い
う
。
前
項

で
見
た
よ
う

に
、
秀
武

は
関
東
居
住

の
折
、
神
書
を
講

じ
て
い
る
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

秀
武
が
奥
州
遊
行

の
道
途
、
津
軽
藩

の
重
職

の
日

に
と

ま

っ
て
神
書
講
釈
、
或

い
は
古
典
講
釈

の

一
席
を
設

け
た
と
い
う
こ
と
も
、
全
く
想
像

の
博
外

に
は
な

い
と
思
う

の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
秀
武

が
奥
羽
遊
行

で
見
聞
し
た
と

い
う
怪
談
や
人
物
伝

が
、

こ

の
講
釈

を
よ
り
興
味
深
く
潤
沢

の
あ

る
も

の
に
し

て
い
た

こ
と
は
、
筆
録
者

が

努

め

て
こ
れ
ら
を
書

き
留
め

よ
う
と
し

て
い
る

こ
と

か
ら
十
分
伝

わ

っ
て
く

る
。
こ
れ
ら

の
話
は
、
『
徒
然
草
』
の
語
釈

か
ら
直
接

に
は
離

れ
る
こ
と

が
あ

っ

た

に
し

ろ
、
『
徒
然
草
』
を
興
味
深
く
読
解

す
る
為

の
布
石

の
役
割
を
果

た
し

て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
齢

七
十

を
越
え
た
こ
の
時
点

で
は
、
秀
武

は
も
は
や
諸
国

を
遊
行
す
る

こ
と
も
不
可
能

で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
か

つ
て
の
遊
行
経
験
を
生
か

し
た
老

練
な
講
釈

が
展
開

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

五

で
は
秀
武

は
こ
の
様
な
余
談
を
通
し

て
、

一
体
ど

の
よ
う

に

『徒
然
草
』

を

読

み
解

い
て
い
る
だ

ろ
う
か
。

『徒
然
草
」
第

四
七
段
、
く
し

ゃ
み
を
す
る
時

に
、
「
く
さ
め
く

」
と
他
人

が
言

い
添

え
な
け
れ
ば
そ

の
人
が
死
ん

で
し
ま
う
と
い
う
迷
信
を
信

じ
た
乳
母

が
、
清
水
参
詣

の
道
す
が
ら
、
置

い
て
き
た
養
君

が
く
し

ゃ
み
を

し
て
は
い
ま

い
か
と
、

一
心

に

「
く
さ
め
く

」

と
唱
え
続

け
た
と
い
う
話

の
注

に
、

「
誠
あ
れ
ば
感
鷹
あ
り
。
誠
な
け
れ

ハ

呪

も
聞

ぬ
も

の
也
。
と

か
く
信
心
か
第

一
也
。
」

(
二
○

・
オ

・
13
)

と
あ
り
、
笑
話
を
挙

げ

て
信

心
の
大
切

さ
を
説
く
。

「
●
あ
る
角
屋

の
婆

ゝ
が
何
か
ま
し
な

い
を
覚

え
て
ま
し
な
ふ

に
、
田
虫
も
治

し
瘡

も
落
る
。

旦
那
寺

の
出
家
、
心
安
く
出
入
し
け
れ

は
、
何
を
唱

へ
て
ま
し
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な

ふ
ぞ
と
思

ひ
唱

へ
事
を
聞
た

い
と
思
ふ

て
尋
け
る
に
、
婆

ゝ
が
い
ふ
、
若

い

と
き
不
圖
習

ひ
た
り
し
。
今
年
よ
り

て
渡
世

も
な
け
れ
は
、
幸

に
ま
し
な

ふ
に

此
御
影

で
安
楽

に
く
ら
す
と

い
ふ
。

さ

て
其
呪
文

ハ
い
か
に
と
尋
れ

ハ
、
必
人

に
云

て
給

ハ
る
な
。
其
唱

へ
事

ハ
、

王

の
袖

ハ
二
尺

五
寸
と

い
ふ
事
也
。
是
を

数
返
唱
ふ

る
と

い
ふ
。

出
家
聞

て
、

王

の
袖

と
い

ヘ
ハ
内
裏

の
め

し
物
也
。
何

と
も
理
か
き

こ

へ
ぬ
と
考

け
る
に
、
禅
宗

の
會
経

・
金

剛
経

に
、
応
無
所
住
而

生
其
心
と

い
ふ
名
文

ハ
禅
宗

悟
道

の
眼
目
也
。
此
唱

へ
誤

り
と
思

ひ
て
婆

ゝ
に

其
旨
を

い
ひ
た
れ

ハ
、

婆

ゝ
も
驚

て
、
掬

ハ
数
年
来
誤

れ
り
と
、
其
後

ハ
応
無

所
住

に
て
ま
し
な
ひ
け
る
に
、

不
通

ハ
ま
し
な

い
き
か
ず
成
し
と
也
。
理
を
知

り
理
が
は

い
る
ゆ

へ
、
真
実

が
ぬ
け
た
も

の
で
ま
し
な

ひ
か
き

ぬ
也
。
と
か
く

信
か
大
事
也
。
」

(.
一○

・
ウ

・
3
～
13
)

す
な
わ
ち
老
婆

は

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
を

「
王

の
袖
は

二
尺
五
寸
」
と
聞

き
違

え

て
唱
え

て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
心
底
か
ら

そ
の
呪
文
を
信
じ

て
い

た

の
で
霊
験

が
あ

っ
た
の
だ

と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
秀
武
が
信
心

に

つ
い
て
語

る
事
は
多

い
。
『
徒
然
草
』
第

一
九

五

段
、
久
我
内
大
臣

の
狂
態
を
綴

っ
た
段

に
は
、
類
話
と
し

て
、
心
か
ら
信
仰

し

て
い
た
薬
師
仏

に
か
け

た
願
が
叶
わ
な
か

っ
た
為
、
そ
れ
を
鍼

で
切

り
砕

い
て

発
狂

し

た
津
軽

の
医
者

の
話
、
ま

た
同
じ

よ
う

に
弁
財

天
を
過
信

し

て
発
狂

し
、
庄
屋

の
目
を
小
刀

で

つ
い
て
し
ま

っ
た
尾
張
の
坊
主

の
話

と
い
う
二
話
を

加
え

る
。

そ
の
話

の
後

に
次

の
様
な
評
を
下

す
。

「
是
等

の
類
多
き
事
な
り
。
是
も
薬
師

弁
才

天
の
全
躰
を
知

ら
ぬ
ゆ

へ
也
。
俗

に
い

へ
は
百
文

の
銭
を
出
し

て
金

子
百

両
も
取

や
う
に
、
欲
心
か
ら

の
信
心
ゆ

へ
し
る
し
は
な
き
筈
也
。

寄
へ
祈

り
て
も
し
る
し
な
き

こ
そ
し

る
し
な
れ
己
か

心

の
ま

こ
と
な
ら
ね
は

如
此

に
乱
心
す

る
な
ど

ハ
は
我
心

の
あ
き
ら
か
な
ら

ぬ
ゆ

へ
也
。
」

(四
七

・
ウ

・
4
～
7
)

こ
こ
で
も
、
類
話
を
添
え
る

こ
と
に
よ

っ
て

『徒
然
草
」

の
内
容
を
大
き
く
膨

ら
ま
せ
、
清
浄
な
信
仰
心
を
持

た
な
い
人
を
批
判

し
て
い
る
。

同
様

の
批
判
は
侠
斎

樗
山

の
談
義
本

『
田
舎
荘
子
』
(享
保

一
二
年

(
一
七
二

七
)
刊
)
巻
中

「墓
之
神

道
」

に
も
見

ら
れ

る
。

「故

に
我

が
心
邪

に
し

て
私
欲

の
ま

じ
り
お

ほ
く
ば
、

百

日
百
夜

祈

る
共
神

明
来
格

し
給

ふ

べ
き
所
な

し
。
路

を
堀
切

て
人

の
来

ら
む
事

を
求
る

が
ご

と

し
。
猶
神
道

の
奥
義

尋
ぬ

べ
し
。
今
神

に

つ
か
ふ

る
人
を
見

る
に
、
心

の
け
が

れ
を
去
る

こ
と
を
ば

つ
と
め
ず

し
て
、
僧
、
山
伏
、
禰
宜
な
ど

い
ふ
者
を
頼

み
、

金
銀
財
宝

を
以
神

に
賄

ひ
、
身

の
歓
楽
を

い
の
り
、
子
孫

の
繁
昌
、

無
病
長
命

な
ら
ん

こ
と
を
祈

る
。
甚

し
き
者

は
此
願
を
叶

へ
給
は

ゞ
、
「
何
々
を
寄

進
し
奉

る

べ
し
、
宮
社
を
建
立
仕

べ
き
」
な
ど
、
は
じ
め
よ
り
、
値
段

を
極

め

て
、
願

を
か
く
る
。
神
明
豊
彼

が
い
や
し
き
心

に
な
ら

い
、
欲

に
め

で
ゝ
、
願

を
か
な

へ
給

は
ん
や
。
」

こ
こ
で
は
信
心

に
関
す

る
教
戒
か
ら
二
、
三
例
を
挙

げ
た
が
、
秀
武

は
こ
の

他

に
も
同
じ
様
な
方
法

で
、
『
徒
然
草

』
か
ら
知
足
安
分
、
古
格

の
尊
重
、
倹
約

な

ど
の
教
戒
を
導
き
出
し

て
説

い
て
い
る
。
例

え
ば

『徒
然
草
』
第

一
九
八
段

の
注

に
は
、
『
源
氏
物
語
』

で
も
三

ヶ
の
大
事

の

一
つ
と

さ
れ
て
き
た
、
「
揚
名

の
介
」
と

い
う
名
ば
か
り

の
官
職

に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。
(
こ
の

引
用

の
前
半
部
は

二
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
)

「
天
下
国
家

の
人
を
皆

揚
名
介

と
見

る
が
極
意
也
。
実

に
そ
れ
を
そ
れ
と
見
る

で
な
け
れ

ハ
用
に
立

ぬ
也
。
昔

の
頼
朝
義
経
も
今

ハ
名

は
か
り

に
し

て
俺
偲

に

非
る
斗
也

。
●
太
閤
秀
吉
政
務

の
時

ハ
百
万
歳
も
代
を
持

つ
や
う
に
思

ハ
れ
し

に
、
今

ハ
其
跡
も
な

し
。
揚
名
介
を
知
ら
ぬ
ゆ

へ
也
。
是
を
知
れ

ハ
さ
や
う
に

ハ
思

ひ
玉

ハ
ぬ
筈
也
。
天
下

の
数
千
万

の
人
も
、
源
氏

の
中

の
数

万
の
人
も
皆

揚
名

の
介
也
。
生
れ

て

ハ
死
し
、
死

て

ハ
生
る

ゝ
。
皆
揚
名
介
也
。
古
今

の
人
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皆
揚
名
介
と
見
れ

ハ
欲
も
な
く
苦
も
な
し
。
」

(
四
八

・
オ

・
9
～

14
)

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は

「
古
今

の
人
皆

揚
名
介

と
見
れ

ハ
欲
も

な
く
苦
も
な

し
」

と

い
う

一
種
老
荘

的
な
世
界

観
か

ら
、
現

世

で
の
名

聞

が
無

常

で
あ

る
事

を

悟

っ
て
己

の
分
度

に
安
住

せ
よ
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ

は
、
「
実

に
そ

れ
を
そ
れ
と
見
る

で
な
け
れ

ハ
用

に
立

ぬ
也
」
と

い
う
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
聴
講
者

に
対

し
て
実
生
活

に
役
立

つ
実
践
的
な
心
法
を
伝
授

し
た
も

の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
『徒
然
草
』
の
中

で
も
特

に
教
訓
的
章

段
が
尊
ば
れ
た
事

は
、
『
徒
然
草
』
第
七
四
段
、
「
蟻

の
ご
と
く

に
集
ま
り

て
」

の
段

の
始

め
に

一

言
、
「
●
此
段

ハ
世
間

の
人

の
心
持
を
念

を
入

て
書

た
る
所
な
れ

ハ
心
を
入

て
見

る

へ
き
也
」

(
二
八

・
オ

・
1
)

と
、
特

に
注
意
し

て
い
る
事
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
「世
間

の
人

の
心
持
」
に
有
用

な
心
法

が
書

か
れ
た
こ
の
段

は
特

に
大
切
な
段
だ
か
ら
、
注
意
し

て
読
め
と
前

言

し

て
い
る
わ
け
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
秀
武

は
、
『
徒
然
草
』
そ
の
も

の
か
ら
、
或

い
は
そ
れ
を
踏

み
台

と
し

た
様

々
な
体
験
談
や
奇
談
か
ら
、
聴
講
者
が
生
活

す
る
上

で
有

用
な
心
法

を
導
き
出

そ
う
と
し

て
お
り
、

こ
の
姿
勢
は

「
口
義
』

を
通
し

て

一
貫

し
て
い

る
。
『
徒
然
草
』
第

一
○
六
段

の
注

に
は
、

「
前

に

ハ
出
家

の
学
文
臭

き

ハ
宜

し
か
ら
す

と
不
用

二
書
、
又
此
所

に
て

ハ
尊

き
事

に
書
出
し
、
又
末

ニ
ハ
女

の
嗜

を
云

て
其
内

に
道
理
を
書
。
如
此
錯
乱
し

て
書

ハ
、
草
紙

と
見

す
る
為
也
。
」

(三
四

・
オ

・
11
～

13
)

と
言

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
『
徒
然
草
』
を

「
草
紙
」

で
あ

る
と
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
は
見

せ
か
け
の
通
俗
性
な

の
で
あ

り
、

そ
の
実
は
、
や
は
り
談
理

の
書

で

あ

る
と
見
倣

そ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

山
1、

 

だ
が

『
徒
然
草
』

を
こ
の
様

に
教
訓
的

に
読

み
解
く
事

は
、
何
も
秀
武

の
講

釈

に
限

っ
た
事

で
は
な
か

っ
た
。

そ
れ

は
近
世
期

に
お
け
る

『
徒
然
草
』
注

釈

史

を
振

り
返

っ
て
見
れ
ば

一
目
瞭
然

で
、
そ

の
端
緒

は
近
世
初
期

の
林
羅
山

の

『野
槌
』
、
松
永
貞
徳

の

『
慰
草
』
等

に
既

に
認
あ
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の

事

は
先
学

に
多
く
論
考
が
あ
る

の
で
今

更
細
叙

す
る
必
要

は
あ
る
ま
い
。

そ
こ

で
今
、
こ
の
講
釈

の
行
な
わ
れ
た
近
世
中
期
頃

に
お
い
て
、
注
釈
書

で
は
な
く
、

実
際

の
庶
民
教
化

レ
ベ
ル
で
は

『徒
然
草
』

が
ど
ん
な
用

い
ら
れ
方
を
し

て
い

た
か
と

い
う
例
を
挙

げ

て
み
よ
う
。

例
え
ば
手

島
堵
庵

の

『
前
訓
』

(安
永
二
年

(
一
七
七
三
)
刊
)
に
は

「
女
子

口
教
」

と
し

て
、
次

の
よ
う

に
あ

る
。

「閑

暇
の
折
節

は

つ
れ

　
＼
草
、
大
和
小
学

の
た
ぐ

ひ
、
身

の
教
と
な
る
仮
名

文
を
拝

し
見

る
べ
し
。

日
用
事
多
き
も

の
な
れ
ば
、
さ
や
う

の
書
物

を
も
拝

し

見
れ
ば
、
気

の

つ
か

ぬ
事

に
気

の
付
く
事

も
あ
り
て
、
大

き
に
利
益

を
う
る
も

の
な

り
。
」

『
前
訓
』
は
石
門

の
代
表
的
な
学
者

で
あ
る
堵
庵

が
、
「御
男
子
七
才

よ
り
十
五

歳
ま

で
、
御
女
子
七
才
よ
り
十

二
歳

ま

で
」

(同
書
)

の
少
年
少
女
を
対
象

に
、

「
小
学

に
入

の
階
梯

と
も
な
れ
か
し
」
(同
書
)
と
、
日
頃
心
掛

け
る
べ
き
事
等

を
講
釈
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
『徒
然
草
』
は

「
身

の
教
」
と
な

り
、
日
常

「大
き

に
利
益

を
う
る
」

こ
と

の
で
き

る
仮
名
文
と
し

て
挙
げ
ら
れ

て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
心
学
者

が

『
徒
然
草
』
を

い
か

に
庶
民
教
化

の
教
材

と
し
て
役
立

て
よ
う
と
し

た
か

は
、
心
学
道
話

に
見
え
る
多
く

の

『徒

然
草
』

引
用

が
、

そ
れ
を
如
実

に
示
す
所

で
も
あ
る
。
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ま
た
、
秀
武

の
講
釈

が
終

わ

っ
た
寛

延
、
一年

二

七

四
九
)
か

ら
三
年
後

の

宝
暦
二
年

(
一
七
五
二
)

に
刊
行
さ
れ
た
、
所
謂
狭
義

の
談
義
本

の
噛
矢
と
さ

れ
る
静
観
坊
好

阿

の

『当
世

下
手
談
義
』
に
は
、
「
鵜
殿
退
ト
」
と

い
う
人
が
巷

間

で

『
徒
然
草
』
を
講
釈
す
る
話
が
あ
る
。

こ
の
話

は
、
あ

る
人

が
鵜
殿
退
ト

の

『
徒
然
草
』
講
釈
を
傾
聴
す
る
と

い
う
設
定

で
、
結
局
、
退
ト

の

『
徒
然
草
』

講
釈
が
ま
る
ご
と
談
義
本

に
移

入
さ
れ
た
か
た
ち

に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、

秀
武

と
ほ
ぼ
同
時
代

の

『徒
然
草
』
講
釈

の
座
料
や
客

の
も

て
な
し

の
風
景
な

ど
が

つ
ぶ
さ
に
知

れ
て
興
味
深

い
。

あ
る
人

が
、
「
つ
れ
ぐ

草
講
釈
」
と
書
か
れ
た
行
灯

に
ひ
か
れ

て
講
釈
場

に

入

っ
て
ゆ
く
と
、

ま
ず
講
師

が

『
徒
然
草
』
第
五
十
段
を
読
み
上
げ

て
い
る
。

こ
の
段

は
、
伊
勢

か
ら
鬼
が
来

た
と

い
う
噂
が
瞬
時

に
し

て
都
中

に
広

ま

っ
た

と
い
う
話

で
、
講
師

は
流
言
輩
語

に
関
す

る
自
身

の
体
験
談
や
、
山

岡
元
隣

の

著
作
か

ら
ひ
い
た
話
、
世
間
話
等
を
交
え
な
が
ら
長
々
と
談
義

す
る
○
勿
論

こ

の
当
世
談
義

の
部
分
が

こ
の
巻

の
眼
目

で
あ
る

の
だ
が
、

退
ト

が
次

の
よ
う
に

講
釈
を
締
め
く
く

る
と
、
客
は
今
夜

の
談
義

の
感
想

を
述

べ
合

う
。

「
「
此
段

の
大
意
は
、
此
已
後
、
か
う
し
た
格

な
事

を
、
誠
と

し
て
、
化

さ
れ

ぬ

や
う

に
と
、
兼
好
も
筆
を

つ
ゐ
や
し
、

元
隣

も
紙
を

お
し
ま
ず
念
比

に
書
残

さ

れ
た
り
。
今
晩
は
ま
つ
是

限
。」

と
、

い
う
や
い
な
、
ば
ら
ぐ

と
起

て
、
「
ま

た
明
晩
く

」
と
、
亭
主

に
い
と
ま
ご
ひ
し

て
、
己
が
さ
ま
ぐ

取
々

の
評
判
。

「実

に
と
は
あ
の
い
は
る

ゝ
通

り
じ

ゃ
。
今
宵

の
講
談
は
、
孫
子
に
よ

い
土
産

で
ご
ざ
る
の
。
」
「
さ
れ
ば

く

、
此
比

で
の
聞
ご
と
。
同
じ

ひ
ま

で
、
敵
打

や
、

喧
嘩

の
噂

の
、
し
か
も
虚
偽
半
分
な
を
聞
く
と
は
、
大
な
ち
が
ゐ
。

い
か
に
も

聞

て
損
な

ゐ
こ
と
。
」
」

こ
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
『
徒
然
草
』
を
談
理
の
書

と
見
倣
し

て
教
訓
性

を
附
会
し

て
ゆ
く
注
釈
書

類

の
姿
勢

は
、
庶
民
教
化

の

レ
ベ
ル
に
お

い
て
も
確

実

に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
そ
し

て
、
鵜
殿
退
ト

が

『徒
然
草
』

の
章
段

に
講

師
自
ら

の
体
験
談
や
世

間
話
を
交

え
な
が
ら
、
庶
民

に
わ
か

り
や
す
く

「
聞

て

損

の
な
ゐ
」
心
法
伝
授

を
す
る
そ
の
講
釈
方
法

は
、
秀
武

の
講
釈
方
法
と
全
く

同
じ
と

い

っ
て
よ
い
。

更

に
、
『徒

然
草
』
講
釈

の
内
容
を

そ
の
ま
ま
描

い
た
だ
け

で
当
世
風
俗
を
う

が

つ
談
義
本

た
り
得

て
い
る
と

い
う
事
実

に
注
目
し

て
み
れ
ば
、
静
観
坊
が
談

義

の
場

を
巷

間
の

『徒
然
草
』
講
釈
と

い
う
場

に
設
定
し

て
い
る
事
自
体
、

こ

れ
が
当
世
流
行

の
風
俗

で
あ

っ
た
事

に
他
な
ら
な

い
と

い
う

こ
と

に
気
付
く
。

当
時

こ
れ
を
読
む
人

は
、

こ
の
よ
う
な
講
釈
が

い
か

に
も
何
処

か
に
有
り
そ
う

な

こ
と
と
し
て
、
肌

で
感

じ
る
事
が

で
き
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
談
義
説
法

の
方
法
を
文
章
と
し

て
戯
作
風

に
し
た
も

の
が
、

こ
こ

に
挙
げ

た

『
当
世
下
手
談
義
』
を
含
む
談
義
本
類

で
あ

っ
た
。
中

野
三
敏
氏

は
、

そ
の
発
生

と
流

行

の
背
景

に
は
、
享
保

の
改
革

に
よ

る
庶

民
教
化

政
策
が
あ

り
、

そ
れ
が
出
版
活
動

の
奨
励
と
も
相
侯

っ
て
、

こ
の
よ
う
な
談
義
的
趣
向
を

持
ち
、
当
世
風
俗
を
う
が

っ
た
教

訓
性

の
濃

い
戯
作

の
出
現

に
至

っ
た
と
論

じ

て
い
る
。
そ

の
土
壌

に
は
や
は
り
、

田
原
秀
武

や
鵜
殿
退
ト

の
よ
う
な
、
多
く

の
舌
耕

の
徒

に
よ
る
庶
民
教
化
活
動
、
講
談

の
類
が
、
実
際

に
存
在
し

て
い
た

の
で
あ
る
。

三
輪
執
斎

の

『神
道
臆
説
』

(延
享

二
年

(
一
七
四
五
)
写
)

に
、
「
艶
道
通

鑑

と

い
ふ
書

を
版
行

し
寺
社
等

の
市
場

へ
出

て
小
屋

が
け
を

し

て
此
書
を
講

じ
、
戯
談
を
ま
じ

へ
、
凡
族

の
耳
ち
か
き
事

に
て
神
道
を
講
じ
け
る
。
」
と
描

か

れ
、
『
徒
然
草
』
を
も
題
材

に
し

て
講
釈
を
行

っ
た
増
穂
残

口
な
ど
は
、
そ
の
よ

う
な
初
期

の
談
義
本
作
者

の

一
人

で
あ

っ
た
。
秀
武

の
講
釈
も
、
同

じ
社
会
風

潮

の
中

で
、
ま
さ

に

「
戯
談
を
ま
じ

へ
、

凡
俗

の
耳
ち

か
き
事

に
て
神
道
を
講

じ
」
た
も

の
で
あ

っ
て
、

両
者

の
講
釈
内
容

に
は
自
ず
か
ら
共
通
し
た
題
材
が
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見
出

せ
る
。
例

え
ば

『
艶
道
通
鑑
』
所
収

の
話

の
中

で
は
、
賀
茂

別
雷
社

の
縁

起
を
述

べ
た
丹
塗

の
矢

の
話

(神
祇
之
恋

・
四
)
、

一
遍
上
人

の
発
心
を
語

っ

た
、

二
人

の
妾

の
髪
が
蛇

に
な

っ
て
噛
み
合

う
話

(釈
教
之
恋

・
十

二
)

な
ど

が

そ
れ

に
あ
た
る
。

先
述

の

『
当
世

下
手
談
義
」

は
、

一
度

は
写
本
留
め

に
あ

い
な
が
ら
も
ど
う

に
か
刊
行

さ
れ
、

こ
れ
以
降
、
談
義
本

の
趣
向

は
更

に
当
世
風
俗
を
取
り
入
れ

た
、
色
談
義
風

の
も

の
に
傾

い
て
ゆ
く
。
中
野
氏

は
ま
た
、
『
当
世
下
手
談
義
』

刊

行
直
前

に
は
、

既

に
多

く

の
花

柳
風
俗

を
記
し

た
談

義
調

の
写
本
類

が
出

回

っ
て
い
た
と

い
う
事
情
を
踏
ま
え

て
、
享

保

の
改
革

の
推
進
者

で
あ
る
吉
宗

と
大
岡
忠
相

の
相
次
ぐ
死

に
よ
り
出
版
界

の
簸

が
緩

み
、

こ
れ
ら
が
次

々
と
刊

行

さ
れ

る
に
至

っ
た
と
論
じ

て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
『
当
世
下
手
談
義
』
以
前

に
は
既

に
、
あ
ま
り
に

「
談
義
」
的

な
教
訓
臭

の
強

い
も

の
は
淘
汰

さ
れ

る
傾

向

に
あ

っ
た
事

を
示

し

て
い
る
と
同
時

に
、
水
面
下

で
、
談
義
調
と

い
う
文
体

が
相
当

に
流
行

し
洗
練

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

『
口
義
』

は

『
徒
然
草
』

の
講
釈
聞
書

で
あ

っ
て
、
も
と
よ
り
談
義
本

の
よ

う
な
創
作
物
と
同
列

に
比
較

で
き

る
よ
う
な
も

の
で
は
な
く
、
そ

の
内
容
だ
け

を
見

て
も
、

こ
の
講
釈

の
行
わ
れ
た
延
享
～
寛
延
と

い
う
時
代
を
考
慮

に
入
れ

れ
ば
、
当
時
刊
行
が
期
待
さ
れ

て
い
た
よ
う
な
談
義
本

類

の
よ
う
な
斬
新

さ
を

備
え

て
は

い
な

い
。
し
か
し
、

こ
こ
で
注
意

し

て
お
き

た
い
の
は
、
談
義
本
と

い
う
戯

作

の
ス
タ
イ

ル
を
生

じ

さ
せ
た
よ
う

な
政

策
的
な
社

会
教
化

の
風
潮

が
、
『
口
義
』
の
よ
う
な
講

談

の
筆
録

に
も
多
少

の
影
響

を
与

え
て
い
る
の
で
は

な

い
か
と

い
う
事

で
あ
る
.

つ
ま
り
、
通
常

の
古
典
講
釈
聞
書

は
、

そ
れ
が
古

典

そ
の
も

の
の
語
釈

に
終
始

し
て
し

ま
う
場
合
が
多
く
、

こ
の

『
口
義
』

の
よ

う
に
、

い
わ
ば

『
徒
然
草
』
と

は
直
接

に
は
無
関
係
と

い

っ
て
も
過
言

で
は
な

い
よ
う
な
余
談
ま

で
を
丹
念

に
書
き
留
め

て
い
る
資
料
は
珍
し

い
。
筆

者

に
そ

の
よ
う
な
行
動
を
と
ら

せ
た
背
景

に
は
、
社
会
教
化
活

動

の
活
性
化
ー
例

え
ば

石
門

の
舌
耕

や
談
義
本

の
流
行
が
あ
り
、

そ

の
よ
う
な

「話
」

の
名
人

が
繰

り

広
げ

る
話
自
体

の
趣
向

に
、
『
口
義
』
筆
録
者

の
関
心

が
向

い
て
い
た
た
め

で
は

な
か

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
ほ
ん
の
僅

か
し
か
筆
録
す

る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た

よ
う

で
あ
る
が
、

迂
分
斎

湛
留

と
い
う
別

の
人

の

『
徒
然
草
』
講
釈
を
書
き
留

め
よ
う
と
し
た
筆
録
者

の
姿
勢

に
も
表
れ

て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
田
原
秀
武

と
同
じ

『徒
然
草
」
を
、
別

の
講
師
な
ら
ば
ど
う
読
み
解
く
だ
ろ
う
か
と

い
う

筆
録
者

の
関
心
が
、
そ

こ
か
ら
汲
み
取

れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
『
口
義
』
は

そ
の
よ
う
な
舌
耕

の
時
代

に
生
ま
れ
た
講
釈
聞
書
と
し

て
、
談
義
本

が
受

け
入

れ

ら
れ

た
社
会
風
潮
と
当
時

の

『
徒
然
草
』

講
釈

の
流
行

を
、
陰

か
ら
物
語

っ

て
い
る
よ
う

に
思
え
る

の
で
あ
る
。

む

す

び

『徒
然
草
』
注
釈
書

の
刊
行

は
、
元
禄
期

に
最
も
多
く
、
近
世
前
期

に
集
中
し

て
お
り
、
中

・
後
期

に
は
殆

ん
ど
な

い
と

い

っ
て
よ

い
。
か
よ
う
な
偏
り
が
何

故
生

じ
た
の
か
と

い
う

こ
と

は
先
学

に
い
く

つ
か

の
推
測
が
あ
る
が
、

い
ま
だ

首
肯

で
き

る
よ
う
な
説
を
見
な

い
。
『
口
義
』
は
そ

の
テ
ク

ス
ト
に

『鉄
槌
』
を

用

い
た
と
し
、
ま
た
本
文
中

の
注

記
か
ら
、
高

田
宗
賢

の

『徒
然
草
大
全
』
(延

宝
五
年
刊
)
や
浅
香
山
井

の

『
徒
然
草

諸
抄
大
成
』
(貞
享

五
年
刊
)
等

の
諸
抄

集
成
型
注
釈
書
を
利
用
し
た
事

が
知

れ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
近
世
前
期

の

『徒

然
草
』
注
釈
書
が
近
世
中
期

の
講
釈

で
活

用
さ
れ
た
例

と
し

て
興
味
深

い
も

の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新

し
い

『徒
然
草
』
注
釈
書

の
刊
行
が
殆
ど
無
か

っ

た
近
世
中
期
、
『徒
然
草
』
ほ
ぼ
全
段

に
注
釈
を
施
し
た
写
本

は
あ
ま
り
現
存
し

て
い
な
い
と
い
う
状
況
を
考

え
れ
ば
、

そ
の
意
味

で
も

『
口
義
』
は
貴
重
な
存
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在

と
い
え
よ
う
。

注

(1
)
『
口
義
』
の
注
に
は
、
「鉄
槌

に
有

り
」
等

と
注
記

し
な
が
ら
、
実
際

の

『鉄
槌
』
に

は
な

い
注
が
あ
り
、

そ
れ
ら
は
山
岡
元
隣

の

『鉄
槌
増
補
』
(寛
文
九
年

(
一
六
六

九
)
刊
)

に
よ
れ
ば
完
全

に
補

わ
れ
る
の
で
、

こ
の

『鉄
槌
増
補
』
を
慣
用
的

に

『鉄
槌
』
と
呼

ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば

『書
籍
目
録
作
者
寄
』
(明
和

六
年

(
一
七
六
八
)
以
前
成
立
、
『近
世
著
述

目
録
集
成
』
(勉
誠
社
)
所
収
)
の
山

岡
元
隣

の
項
目

に
は
、

「○
京
都
山
岡
元
隣

字

徳
補

而
温
斎

徒
然
鉄
槌

四
巻

」

と
あ
り
、
『鉄

槌
増
補
』

と
は
記

さ
れ

て
い
な
い
。

(2
)
『
口
義
』

の
引
用
は
私

に
句
読
点
を
付
け
た
。
ま

た
引
用
後

の

(

)
は
、
上

か
ら

丁
数

・
丁

の
表
裏

・
行
数
を
示
す
。
ま
た
、
引
用
文
中

に

「
●
」
と
あ

る
の
は
、
原

本

に
施

さ
れ
た
朱

の

マ
ル
を
示
す
。

(3
)
例

え
ば
和
歌
森
太
郎
編

『津
軽

の
民
俗
』
(昭
和
45
年
、
吉
川
弘
文
館
)
に
は
、
「
ミ

タ

マ
飯
」
の
項

で
、
「小
正
月
年

と
り
前

に
ミ
タ

マ
飯
と

い

っ
て
、
小

さ
い
握

り
飯

を

6
個
作
り
、
箸

を

一
本
ず

つ
立

て
て
仏
壇

に
供
え

る
。
(中
略
)
ミ
タ

マ
飯

は
16

日
の
朝

に
お
ろ
し
、

粥

に
し

て
家
族
が
食

べ
る
。

た
だ
し
未
婚

の
男
女

は
縁

が
な

く
な
る
と
い

っ
て
食

べ
な

い
。
数

は
6
個
、
9
個
、
12
個
な
ど
所
に
よ
り
家

に
よ

っ

て
違

い
が
あ

る
。
」
と
あ
る
。

(4
)

「乳
井
貢
全
集
4
」
所
収
、
3
5
2
頁
。

乳
井
貢
顕
彰
会
、
昭
和

12
年
。

(5
)
『津
軽
史
』
は
全

一
九
三
冊
、
稿
本
。
大
正
五
年
頃
成
立
。
津
軽
藩
庁

日
記

.
分
限

元
帖

・
士
族
卒
給
禄
調
等
、

計
五

一
六
七
冊
か
ら
引
用
。

現
在
青
森
県
図
書
館
協

会

の
手

で

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ

て
い
る
が
、

そ
れ

に
先

だ

つ
て
、

同
協
会

が
そ
の
膨
大
な
著
作

の
見
出
し
部
分
だ
け
を
、
『津
軽
史
解
説
目
次
抄
』
と
し
て
五

冊
の
小
冊
子

に
翻
印

さ
れ
た
。
以
下
、

こ
れ

に
依
る
と

こ
ろ
が
多
い
。

(6
)

弘
前
大
学
国
史
研
究
会
員

の
山
上
笙
介
氏

の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、

津
田

.
丹
野

.

磯
谷

ら
は
江
戸
詰
が
長
く
、

秀
武

は
江
戸
本
所

の
津
軽
藩
邸

に
お

い
て
、

こ
れ
ら

の
人
物

と
接
触

し
た
可
能
性
も
強

い
と
さ
れ
る
。

(7
)
引

用
は
九
州
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
本

に
依

っ
た
。
句
読
点
は
私
に
付
し
た
。

(8
)

市
古

貞
次

「徒
然
草

と
後
代
文
学
」

(『国
文
学
』
昭
和

32
年

2
月
)

中
村

幸
彦

「徒
然
草
受
容
史
」

(『国
文
学
』
昭
和
32
年

12
月
)

関
場

武

「徒
然
草

の
影
響

・
享
受

と
研
究
史
」
(『
国
文
学
解
釈

と
鑑
賞
』
昭
和
45
年

3
月
)
等
。

(
9
)
『石
門
心
学
』

(日
本
思
想
大

系
42
)
所
収
。

(
10
)
『当
世
下
手
談
義
』
巻

四

・

「鵜
殿
退
卜
、
徒
然
草

講
談
之
事
」
。
引
用
は
新
日
本
古

典
文
学
大
系
81
に
よ
る
。

(
11
)
小
松
操

「徒
然
草
注
釈
史
」
(『徒
然
草
講
座
』
第

三
巻
、
有
精

堂
)
に
は
、
こ
の
当

時

の

『
徒
然
草
』
講
談

に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

(
12
)
中
野

三
敏

「講
談
本
…
そ

の
精
神
と
場
」
(『戯
作
研
究
』

(中
央
公
論
社
)
所
収
、

2
7
7
頁
)
参
照
。

(
13
)
中
野
三
敏

「談
義
本
略
史
」

(新

日
本
古
典
文
学
大
系

81

『
談
義
本
集
』
解
説
)
参

照
。
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